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取
材
に
伺
っ
た
当
日
は
、
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
「
家

庭
ご
み
」
「
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
」
の
排
出
実

態
調
査
の
真
っ
最
中
。
そ
の
様
子
を
拝
見
し
て
い
て
特

に
目
を
引
い
た
の
は
、
缶
・
び
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

出
し
方
の
良
さ
。
フ
タ
を
外
す
、
ラ
ベ
ル
を
剥
が
す
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
す
と
い
っ
た
、
他
の
地
域
で
は

な
か
な
か
徹
底
さ
れ
な
い
ル
ー
ル
が
、
こ
の
町
内
会
で

は
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

「
秘
訣
は
、
正
し
く
出
さ
れ
て
い
る
雰
囲
気
作
り
で

す
」
と
教
え
て
く
れ
る
の
は
片
上
尚
男
さ
ん
。
収
集
日

の
朝
７
時
15
分
頃
に
推
進
員
が
集
積
所
に
来
て
、
フ
タ

を
外
す
な
ど
し
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
び
ん
を
、
回
収
容

器
に
出
し
て
お
く
の
だ
と
か
。
後
に
出
す
方
は
そ
れ
に

習
う
よ
う
で
、
わ
ざ

わ
ざ
言
葉
で
言
わ
な

く
て
も
、
地
域
の
方

に
自
然
と
排
出
ル
ー

ル
が
浸
透
し
て
い
っ

た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
集
積
所
に

目
を
移
す
と
、
あ
ち

こ
ち
に
こ
だ
わ
り
ポ
イ
ン
ト
が
。
猫
や
カ
ラ
ス
の
く
ち

ば
し
が
入
り
込
む
わ
ず
か
な
隙
間
を
埋
め
つ
つ
、
利
用

者
が
上
げ
下
げ
し
や
す
い
よ
う
に
ネ
ッ
ト
の
持
ち
上
げ

部
分
に
は
空
間
を
持
た
せ
た
り
、
収
集
作
業
員
が
無
理

な
く
収
集
で
き
る
よ
う
に
柱
の
位
置
を
調
節
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
細
や
か
な
配
慮
は
、
及
川
智
雄

さ
ん
が
何
度
も
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
改
良
し
た
賜
物
だ

そ
う
で
す
。
さ
ら
に
４
カ
所
の
集
積
所
に
は
、
地
域
の

方
に
描
い
て
も
ら
っ
た
看
板
も
設
置
。
ご
み
出
し
ル
ー

ル
と
一
緒
に
華
や
か
な
絵
が
描
か
れ
た
も
の
も
あ
り
、

思
わ
ず
近
づ
い
て
見
た
く
な
る
出
来
栄
え
で
す
。

　

「
今
日
の
調
査
で
、
家
庭
ご
み
に
雑
が
み
が
意
外
と

混
入
し
て
い
ま
し
た
。
近
々
あ
る
町
内
清
掃
で
、
早
速

雑
が
み
の
分
別
を
呼
び
掛
け
た
い
で
す
。
新
し
く
雑
が

み
分
別
の
看
板
を
作
る
の
も
い
い
で
す
ね
」
と
対
策
会

議
に
花
を
咲
か
せ
る
皆
さ
ん
。
排
出
実
態
調
査
で
見
つ

か
っ
た
課
題
に
す
ぐ
に
向
き
合
う
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、

ま
た
一
歩
ク
リ
ー
ン
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
ま
す
。

●　編集・発行　仙台市環境局廃棄物管理課

●　電　　　話　２１４－８２２７

仙台市リサイクル

シンボルマーク

「メビウスちゃん」
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こ
ん
に
ち
は
推
進
員
さ
ん

雰
囲
気
作
り
が
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー

【
泉
区
】
虹
の
丘
三
丁
目
町
内
会

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。

こんにちは推進員さん  

研修レポート「Ｈ26年度 グループ学習会」 

仙台市環境局からのお知らせ

１Ｐ

２Ｐ

３～４Ｐ

年末年始のお知らせ
◆「家庭ごみ」、「プラスチック製容器包装」、

「缶・びん・ペットボトル・廃乾電池類」、「紙類」

の収集について

　年末最後と年始最初の収集日を、市政だより

（12月号）や仙台市ホームページでお知らせ

しています。

　また、町内会等の担当の方（回覧物等の送付

先として申し出いただいた方）に、回覧用チラ

シ（右図）とごみ集積所への掲示用ポスターを、

11月下旬に郵送いたしました。地域の方への

周知にご協力ください。

（問）お住まいの区の環境事業所（連絡先は３

頁参照）

　

◆資源回収庫での紙類・布類の回収について

　市民センターの資源回収庫は、年末は12月

27日（土）まで、年始は１月６日（火）から

となります。秋保・里センターは年中無休（た

だし、1月１日の利用時間は９時～17時）です。

　また、区役所・総合支所、環境事業所は、年

末は12月26日（金）まで、年始は１月５日

（月）からとなります。

■資源回収庫の設置施設（市内37カ所）

（問）ごみ減量推進課２１４－８２２９

■資源回収庫への紙類・布類の出し方

＜紙類＞

①新聞・折込チラシ、②段ボール、③紙パック、

④雑誌、⑤雑がみの５分別にし、ひもで十文字

にしっかり縛る。

※ビニール袋には入れないでください。

＜布類＞

洗濯した後（ぬれたものは乾かしてから）、中

身の見える透明な袋に入れ、袋の口を縛る。

■次のものは回収しません

布団・座布団、マットレス、作業服、制服、雨

具、カーペット、革製品など

（注）八本松市民センターは本館工事のため、３月

末（予定）まで利用できません。

※利用時間は９時～16時半（秋保・里センターは９

時～18時）

宮城総合支所、大沢市民センター、落合市

民センター、折立市民センター、貝ヶ森市

民センター、柏木市民センター、福沢市民

センター、水の森市民センター、葛岡リサ

イクルプラザ

宮城野区役所、幸町市民センター、高砂市

民センター、福室市民センター、宮城野環

境事業所

若林区役所、七郷市民センター、若林市

民センター、沖野老人福祉センター、若

林体育館、今泉リサイクルプラザ

秋保総合支所、八本松市民センター（注）、

東中田市民センター、茂庭台市民センター、

山田市民センター、秋保・里センター、太

白環境事業所

泉区役所、加茂市民センター、松陵市民セ

ンター、高森市民センター、寺岡市民セン

ター、根白石市民センター、松森市民セン

ター、南中山市民センター、泉総合運動場、

泉環境事業所

青葉区

宮城野区

若林区

太白区

泉区

　▼脇は隙なく、

下には空間

▲

　

集
積
所
の
看
板

▲
▲推進員の皆さん。４人で活動中です



　東日本大震災後、家庭ごみに混入する資

源物（新聞・雑誌・雑がみ・紙パックなど

の紙類やプラスチック製容器包装など）の

割合が高くなっています。

　今年４月～10月の状況では、家庭ごみ

の資源物の混入割合が約50％となり、平

成25年度の47％より増えてしまいました。
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切
」
な
ど
、
地

域
全
体
で
の
取

り
組
み
を
重
視

す
る
意
見
が
多

く
出
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
清
水
沼
町
内
会
（
宮
城

野
区
）
で
推
進
員
と
し
て
活
躍
中
の
髙

橋
喜
美
子
さ
ん
に
、
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

お
金
を
か
け
ず
に
牛
乳
パ
ッ
ク
を
再

利
用
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
た
こ
と
や
、

カ
ラ
ス
対
策
に
カ
ラ
ス
の
手
作
り
模
型

を
集
積
所
に
吊
る
し
た
こ
と
な
ど
、
発

想
豊
か
な
髙
橋
さ
ん
の
取
り
組
み
は
、

手
頃
な
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
の
初
め
の
一
歩
を
後
押
し
し

た
よ
う
で
す
。
「
活
動
を
始
め
た
い
」

と
の
声
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
話
し
方
講
座
（１
日
間
）

　

「
話
し
て
伝
え
る
」
こ
と
は
、
ご
み

出
し
ル
ー
ル
の
有
効
な
啓
発
方
法
。
ど

う
せ
や
る
な
ら
、
地
域
の
方
に
協
力
し

て
も
ら
え
る
よ
う
に
話
し
た
い
も
の
で

す
。
そ
こ
で
、
「
話
し
方
」
に
焦
点
を

当
て
た
学
習
会
を
９
月
に
開
催
し
、
推

進
員
約
１
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

「
グ
ル
ー
プ
学
習
会
」
は
、
４
～
５

名
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
地
域
で

起
こ
り
が
ち
な
問
題
の
解
決
策
を
話
し

合
っ
た
り
情
報
交
換
し
た
り
し
な
が
ら
、

推
進
員
活
動
に
役
立
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
研
修
会
で
す
。
今
年

度
は
３
つ
の
テ
ー
マ
で
開
催
し
ま
し
た
。

◆
初
め
の
一
歩
（
２
日
間
）

　

推
進
員
に
な
っ
て
間
も
な
い
方
や
、

何
か
活
動
を
始
め
た
い
と
考
え
て
い
る

方
向
け
に
、
活
動
の
ヒ
ン
ト
や
き
っ
か

け
を
つ
か
ん
で
い
た
だ
く
学
習
会
で
す
。

８
月
～
９
月
に
か
け
て
開
催
し
、
推
進

員
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
講
師
か
ら
地
域
で
の
活

動
を
円
滑
に
進
め
る
コ
ツ
を
学
ん
だ
後
、

「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
」
を
テ
ー
マ
に
原

因
と
対
策
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

「
暗
い
、
人
目
に
付
か
な
い
場
所
に

は
捨
て
ら
れ
や
す
い
。
地
域
の
眼
が
大

事
」
「
ポ
イ
捨
て
は
更
な
る
ポ
イ
捨
て

を
生
む
。
き
れ
い
な
環
境
作
り
が
大

仙
台
市
環
境
局

か
ら
の
お
知
ら
せ
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研
修
レ
ポ
ー
ト

Ｈ
26
年
度 

グ
ル
ー
プ
学
習
会

◆
活
動
報
告
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　

地
域
貢
献
に
活
動
し
た
い
が
、
「
何

を
ど
う
や
っ
た
ら
い
い
の
？
」
と
悩
ん

で
い
る
方
、
「
や
っ
て
も
な
か
な
か
効

果
が
出
な
い
」
と
感
じ
て
い
る
方
、
他

の
推
進
員
の
活
動
体
験
を
聴
き
に
出
掛

け
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

今
回
、
案
内
チ
ラ
シ
を
通
信
に
同
封

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
問
）
お
住
ま
い
の
区
の
環
境
事
業
所

　

なんと、家庭ごみの
「半分」が資源です！！

　

初
め
に
「
序
論
→
本
論
→
結
論
」
と

い
う
話
の
組
み
立
て
方
を
頭
に
入
れ
た

後
、
序
論
と
結
論
に
的
を
絞
っ
て
、
押

さ
え
て
お
き
た
い
ポ
イ
ン
ト
や
共
感
を

得
る
声
の
出
し
方
な
ど
を
、
実
習
形
式

で
学
び
ま
し
た
。

　

講
師
か
ら
繰
り
出
さ
れ
る
「
20
分
後

に
42
％
忘
れ
る
と
い
う
実
験
結
果
が
あ

り
ま
す
。
結
論
で
の
復
唱
が
大
事
で

す
」
「
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
、
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
の
話
を
聞
い
て
そ
の
ニ
ュ
ー

ス
に
関
心
を
持
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

自
分
に
何
か
関
係
が
あ
る
と
思
う
か
ら

で
す
。
皆
さ
ん
も
身
近
な
話
題
を
加
え

る
と
親
近
感
を
持
っ
て
も
ら
え
て
効
果

的
で
す
よ
」
「
日
常
会
話
で
は
、
無
意

識
で
強
調
し
た
い
部
分
は
音
程
を
高
く
、

ゆ
っ
く
り
と
話
し
て
い
ま
す
。
人
前
で

話
す
と
き
は
『
意
識
し
て
』
や
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
、

言
わ
れ
て
み
れ
ば
と
思
う
こ
と
ば
か
り
。

話
す
こ
と
の
奥
深
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

◆
や
っ
て
み
よ
う
！
推
進
員
活
動

（６
日
間
）

　

取
り
組
む
内
容
の
決
定
・
地
域
で
の

実
践
・
結
果
の
検
証
ま
で
の
、
課
題
解

決
に
向
け
た
一
連
の
流
れ
を
体
験
す
る

学
習
会
で
す
。
「
ご
み
出
し
ル
ー
ル
を

守
っ
て
も
ら
う
」
と
の
目
標
に
、
６
月

～
９
月
に
わ
た
り
、
推
進
員
35
人
が
８

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

４
カ
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
、
ポ

ス
タ
ー
の
掲
示
、
回
覧
で
の
呼
び
掛
け

な
ど
、
取
り
組
め
た
こ
と
に
限
り
が
あ

り
ま
し
た
が
、
同
じ
目
標
に
向
け
て
悩

み
、
知
恵
を
出
し
合
っ
た
こ
と
で
互
い

の
意
識
の
高
さ
を
実
感
し
、
刺
激
を
受

け
た
様
子
。
明
日
か
ら
の
活
力
を
得
た

よ
う
で
し
た
。

　

 

最
終
日
に
発
表
会
も

行
い
ま
し
た
（
や
っ
て
み

よ
う
！
推
進
員
活
動
）

　本番さながらに声

に出して、相手に

話す練習をしました

（話し方講座）

◆
新
年
・
新
入
学
の
ご
準
備
に
い
か

が
で
す
か
〜
リ
サ
イ
ク
ル
品
フ
ェ
ア

を
開
催
し
ま
す

▼
着
物・羽
織・帯
フ
ェ
ア

●
期
間
＝
12
月
６
日
（
土
）
～
12
月
14

日
（
日
）　

●
会
場
＝
今
泉
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ　

●
対
象
＝
市
内
に
お
住
ま

い
の
18
歳
以
上
の
方　

●
展
示
数
＝
着

物
50
点
、
羽
織
30
点
、
帯
50
点　

●
抽

選
日
＝
12
月
15
日
（
月
）　

●
申
し
込

み
は
各
種
１
人
１
点
ま
で

（
問
）
今
泉
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２
８

９
・
６
４
０
１

▼
学
習
机
フ
ェ
ア

●
期
間
＝
①
12
月
21
日
（
日
）
～
平
成

27
年
１
月
11
日
（
日
）
（
12
月
28
日
～

１
月
４
日
は
除
く
）
②
平
成
27
年
１
月

25
日
（
日
）
～
２
月
８
日
（
日
）　

●

会
場
＝
葛
岡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ　

●

対
象
＝
市
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上

の
方　

●
展
示
数
＝
各
回
15
台　

●
抽

選
日
＝
①
平
成
27
年
１
月
12
日
（
祝
）

②
平
成
27
年
２
月
９
日
（
月
）　

●
申

し
込
み
は
１
人
１
台
ま
で　

（
問
）
葛
岡
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
２
７

７
・
８
５
７
３

　

環境事業所の電話番号

青葉環境事業所　   ２７７－５３００

宮城野環境事業所   ２３６－５３００

若林環境事業所      ２８９－２０５１

太白環境事業所      ２４８－５３００

泉環境事業所　      ７７３－５３００

▲模型の実物も見せてい

ただきました（初めの一歩）

◆これらは紙類です。家庭ごみと分別を！

　

町内会報

雑誌・チラシ

食品の空箱

紙製トレー・空箱

封筒

（問）ごみ減量推進課２１４－８２３０

▲

▲

　これからの時期は、年末年始の大掃除、

引越しシーズン到来と、ごみを出す機会が

増えます。紙類定期回収、集団資源回収、

資源回収庫を上手に利用して、ごみの減

量・リサイクルを進めましょう。ごみが減

れば、家計にも大助かりです。

　地域の方への呼び掛けに、皆さまのご協

力をお願いします。

家庭ごみに資源物が含まれる割合

26年4月～10月25年度21年度

５０％
４７％

３８％

震災
発生


